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A 104　牛乳成分の季節的変動について　第１報夏期の牛乳成分
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目的；生乳中における乳脂肪等の成分組成は一定したものでなく季節、泌乳期および栄養

状態などにより変動することが知られている。　しかしながら市販乳の季節における成分組

成の変動はほとんど報告されてい憲い。本実験では市販乳にifける成分組成が季節によっ

て影響を受けるか否かを明らかにするために、まず夏季における牛乳の成分、す左わち乳

脂肪、粗タンパク質、乳糖、無脂乳固型分、さらにトリグ1リセリ　ド分画の脂肪酸組成を市

販乳と生乳について比較検討した。」方法；牛乳は平均的酪農家５戸の生乳を比較対照と

して、同時期に市販された５検体の牛乳を供試料とした。各牛乳成分は乳業協会より設定

された方法により、また乳糖はクロラミンＴ法で測定した。FOLCH 法により抽出した牛乳

脂肪は常法に従い薄層クロマトグラフィーでトリグリセリドを分画した。　トリグリセリド分

画の構成脂肪酸は塩酸メタノール法によりメチルエステル化を行ないガスクロマトグラフィ

ーで測定した。なお各牛乳成分の､統計処理はｔ検定を用いた。」

結果; 市販乳中の粗タンパク質は生乳3.3 0±0.042 % に比して｜検体は3.17±0.0 40 %で(pく0. 00 1)

で低い値を示したが、２検体はそれぞれ高い有意差を認めた（Pく0.00 I)。無脂乳固型分ごは［

検体S3 b士0.039％で生乳と差は力:いが、他の３検体で高い有意差を認めた（Ｐく0.00 I)。乳糖は

｜検体が4.6 2±0.015 % (pく0.00I)と高く、他の４検体は生乳43 4±0.028 ％より低い値を示した。

乳脂肪は生乳3.4 5±0.004 % に比べていずれも有意に低い値を示した（Pく0.00 I)。生乳および５

検体中の主な脂肪酸分布は、Cl4:o Cl6:oおよびCl8:|であったが、｜検体において顕著左Cl6:o

の増加と、CIS: Iの減少を認めた。 Cl8:oは全検体中において差異は認められなかった。
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